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制さIIL.るのか.その抑制機序について検討を加えたい.

-全国動向と本県の現状

郷 嫡男や小泉 毅 (警讐警讐神保健)

精神障害者の社会復帰対策の一つに精神保健聴親制度

がある.国は,昭和57年度か!､'予等補助化して現在 r通

院患者l),＼どり1-71･･一一二三一ン軒業.Jとして全都道府県で実

施している.本県では昭和17隼1(川 かLL一二LT)事業を開始

し.昭和61年度か日和7)制度に移行して取り組A,.できて

し､!｡.今回,移行後の83事常所にしはり.1.職親事業

所(･T)業種 ･規鼠 2.訓練生し')参加状況.3.職親自身LTl

記名で悪鬼を聞いてみたので全国動向を踏まえて報告す

ち.回答数ニ37日t瑚丈率.･1̀･1.6%1

1.の登録 (協力)事業所で多いのは,製造業 ･卸小

売第〇サ-ビス菜の順で製造業が全体の70%弱であった,

事業内容は.生産 ･加工 ･組ふ立てがほと,LLL:であり,

包装 ･清掃がこれCこ次いで占めている.事業所の規模別

ではヲ他の従業員を含めて100人以下の小規模事業所が

鮒%以上占めており,100 人以上の規模は2件をこすぎな

い.

2.の訓練生の参加状況では,事業所の受け入れ人数

は1人から4人が圧倒的に多く72%,次いで5人から9

人である.また,20人以上も受け入れている事業所も1

件あった.年令は30歳代,20歳代,亜歳代の順で,食わ

せて朗%であった.-週間の勤務日数は,6日が亜%で,

5日連日と続いている.1日の仕事時間は,7時間とい

うのが多かった.

屠住状況は.自宅かLt-の通勤者が6割弱,次いで単身

アパー ト,薬岡住居の将である.贋金は,髄の従業員と

ほぼ同じ扱いをしている率と,違う扱いをしている率が
ほぼ半々であー,た.7割C')事業所が時間給扱いで平均単

価537円,月給でlOO,789｢l=jであった.

3.の聴親自身の考え方,受けとめ方では,職親経験

3年1｣､内が7割で8年以上が1割を超えている.職親に

正一}たきっかけは.病院 ･保健所･他の職親か吊T)情報

によりなった者が9割以上,人手不足や社会の為にたる

が2割,給料が安くてすむを理由にした事業所はほとん

どなかった.

聴視になって良かった理由i･こは.素直,真面目に働く

本人や家族の喜んでいる姿に嘗びを感じる.精神病や患

者についての理解の深まりをあげる著が多かった.逆に

349

苦労している点では,仕事を覚えさせるのに時間がかか

る.人間関係やf･i二事に対する気配りiこ神経を使うなどを

あげ,他の産業展からの苦情は少ない.

特に注意している点ではt危険な仕事や樺根の使用は

させず,根気よくわかE)やすく指導しているたどである.

雇用については,従業員として雇用または醸用してjl

たいとした事業所が600-0-70%あi),企業としては人手

不足の*JL一･一をすると共iこ障害者の雇用i･こ心掛けること

担おうとしているようである.

4.LT)制度 LCT)希望としては.税制ー上の優遇措置,障

害者の雇用の促進等に関する法律の適用を要望している

ところが多い.

昭和47年度から昭和63年度までの泰県の職親線事業所

数は舶7ヶ所で,制度を利潤して就労をこ結びついたケ-

封ま539人中の:16人で,700弱とまだ限iTL.,れている.し

かし,入院に至ったケ-スは87人の16%をこすぎず,継続

してこの制度を利用している著 し63%)と転職者･求職

苦･その他を合わせると452人で83%iこものぼり.本制

度の社会復帰機能とその果たす役割の重要さを改めて伺

い知ることが出来た.

さ吊こ.昭和63年度の全国の ｢~通院患者))′＼どり十一･一

ショソ事業｣の乗務を見てみると,事業所数が一番少な

い県で3ヶ所,多い県で89ヶ所,新潟県は19ヶ所であり

社会復帰対策の推進が叫ばれている割には,あまり進展

い問題 ･課題と制度そのものLT)PR 不足が依然として

あり十分に榛能しえていない面もある.利用する側 ･援

助する側,双方がこのことをしっかりと認識し,いかをこ

有効的に制度を利用･活用し.精神障害各の就労へ向け

て･･････-歩でも実効あるもの-と発展させて行けるのかいけ

ないLT)かが問われている. し1990.12.9)

7ト二重人格の 1例

日辺 洋三 (長 岡 保 養 園)
出江 一枝 し新潟大学精神科､)

二重人格の症例の病理,治療について考察した.

本症例の二重人格はエレンベ′LジI.の多重人格の分類

では交代性阜電人格の十方通行的忘却型に当てはまった.

個々の人格の特徴を以下に記す.第---人格は女性で対

他配慮が強く自己抑制的である.愛想が良く周囲に自分

を合せて反抗することのない ｢しっかi.)ものの良い子.｣

である.これに対して第二人格は男性である,無口で無

愛想で自己中心的に周鞘を動かそうとし,それがかなわ


